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下水道事業会計

１ 概 要

令和元年度における下水道事業収益の決算額は７６３，２３７千円、下水道事業費

用の決算額は７６３，６０８千円となった。

資本的収入の決算額は３８４，８７７千円、資本的支出の決算額は５３９，８４５

千円となった。

なお、下水道事業は、平成３１年４月１日から地方公営企業法適用の企業会計方式

に移行した。

⑴ 収益的収支決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和元年度 平成３０年度 増減額 伸率

下水道事業収益 － － －

下水道事業費用 － － －

差引額 △ －

⑵ 資本的収支決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和元年度 平成３０年度 増減額 伸率

資本的収入 － － －

資本的支出 － － －

差引額 △ －

⑶ 下水道事業の状況

区 分 令和元年度 平成３０年度 増減

使 用 可 能 人 口 （ 人 ）

使用している人の割合（％）

一人当たり月平均使用水量（㎥）

２ 収益的収支

令和元年度の下水道事業収益の決算額は７６３，２３７千円となった。
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その主な内容は、下水道使用料が３２７，７９７千円で全体の４２．９％を占め、長

期前受金戻入が２０７，８８６千円（２７．２％）、他会計負担金が１８０，０１５

千円（２３．６％）、過年度損益修正益が４２，１２６千円（５．５％）となってい

る。

下水道事業費用の決算額は７６３，６０８千円となった。

その主な内容は、減価償却費が３８８，４６６千円で全体の５０．９％を占め、流

域下水道維持管理費が１５３，８４９千円（２０．１％）、支払利息及び企業債取扱

諸費が８７，４９８千円（１１．５％）、総係費が８６，０４７千円（１１．３％）

となっている。

⑴ 下水道事業収益決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和元年度 平成３０年度 増減額 伸率

１ 営業収益 － － －

下水道使用料 － － －

２ 営業外収益 － － －

他会計負担金 － － －

長期前受金戻入 － － －

消費税及び地方消費税

還付金
－ － －

雑収益 － － －

３ 特別利益 － － －

過年度損益修正益 － － －

合 計 － － －

⑵ 下水道事業費用決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和元年度 平成３０年度 増減額 伸率

１ 営業費用 － － －

管渠費 － － －

ポンプ場費 － － －

総係費 － － －

流域下水道維持管理費 － － －

減価償却費 － － －

２ 営業外費用 － － －
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その主な内容は、下水道使用料が３２７，７９７千円で全体の４２．９％を占め、長

期前受金戻入が２０７，８８６千円（２７．２％）、他会計負担金が１８０，０１５

千円（２３．６％）、過年度損益修正益が４２，１２６千円（５．５％）となってい

る。

下水道事業費用の決算額は７６３，６０８千円となった。

その主な内容は、減価償却費が３８８，４６６千円で全体の５０．９％を占め、流

域下水道維持管理費が１５３，８４９千円（２０．１％）、支払利息及び企業債取扱

諸費が８７，４９８千円（１１．５％）、総係費が８６，０４７千円（１１．３％）

となっている。

⑴ 下水道事業収益決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和元年度 平成３０年度 増減額 伸率

１ 営業収益 － － －

下水道使用料 － － －

２ 営業外収益 － － －

他会計負担金 － － －

長期前受金戻入 － － －

消費税及び地方消費税

還付金
－ － －

雑収益 － － －

３ 特別利益 － － －

過年度損益修正益 － － －

合 計 － － －

⑵ 下水道事業費用決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和元年度 平成３０年度 増減額 伸率

１ 営業費用 － － －

管渠費 － － －

ポンプ場費 － － －

総係費 － － －

流域下水道維持管理費 － － －

減価償却費 － － －

２ 営業外費用 － － －

支払利息及び企業債取

扱諸費
－ － －

消費税及び地方消費税 － － －

雑支出 － － －

３ 特別損失 － － －

その他特別損失 － － －

合 計 － － －

３ 資本的収支

令和元年度の資本的収入の決算額は３８４，８７７千円となった。

その主な内容は、他会計出資金が２６４，３４８千円で全体の６８．７％を占め、

企業債が７６，３００千円（１９．８％）、国庫補助金が４４，０００千円（１１．

４％）となっている。

資本的支出の決算額は５３９，８４５千円となった。

その内容は、建設改良企業債元金償還金が３６２，９６６千円で全体の６７．２％

を占め、管渠建設改良費が１６４，６９３千円（３０．５％）、流域下水道建設費負

担金が１２，１８６千円（２．３％）となっている。

なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額１５４，９６８千円は、消費税資

本的収支調整額１１，９６８千円、引継資金２１，６７７千円及び当年度損益勘定留

保資金１２１，３２３千円で補填した。

⑴ 資本的収入決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和元年度 平成３０年度 増減額 伸率

１ 企業債 － － －

企業債 － － －

２ 他会計出資金 － － －

他会計出資金 － － －

３ 国庫補助金 － － －

国庫補助金 － － －

４ 負担金等 － － －

分担金及び負担金 － － －

合 計 － － －
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⑵ 資本的支出決算額 （単位：千円、％）

区 分 令和元年度 平成３０年度 増減額 伸率

１ 建設改良費 － － －

管渠建設改良費 － － －

流域下水道建設費負

担金
－ － －

２ 企業債償還金 － － －

建設改良企業債元金

償還金
－ － －

合 計 － － －

４ 事業内容

⑴ 部田山汚水中継ポンプ場の揚水ポンプが老朽化により破損したため、修繕工事を

行った。

⑵ 春木字白土地区において公共下水道築造工事を約 ｍ施工した。

⑶ 公共下水道ストックマネジメント計画に基づき、管路施設の点検・調査を実施し

修繕・改築計画を策定した。

⑷ 春木字小坂地区において管渠更生工事を約 ｍ施工した。

⑸ 部田山汚水中継ポンプ場において改築更新設計及び耐震診断の見直しを行った。

⑹ 春木字白土地区において舗装復旧工事を約 ㎡施工した。

⑺ 三ツ池地区外２地区においてマンホール蓋復旧工事を 箇所施工した。
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